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年度 非合併 合併 非合併-合併 非合併 合併 非合併-合併
2006 10.945 9.375 1.571 9.258 8.004 1.253
2007 10.888 9.314 1.574 8.741 7.241 1.501
2008 10.679 9.110 1.569 9.120 7.075 2.046
2009 10.659 8.984 1.675 13.037 9.316 3.721
2010 10.686 8.851 1.835 14.601 9.524 5.078
2011 10.880 8.931 1.949 10.652 7.718 2.934
2012 10.842 8.795 2.046 11.455 7.911 3.544
平均値 10.797 9.051 1.745 10.981 8.113 2.868
06-12年度















見（2015）などの自治体の効率性を検証する先行研究と同様、Battese and Coelli (1995)によ
る確率フロンティア費用関数を採用する 6）。具体的には、パネルデータを想定して下記のよ
うな費用関数の定式化を行う。
Cit = c (yit, pit,:α) exp (vit + uit ) (3-1)
uit = xit β + ηit (3-2)
　Cit は費用、yit は直接産出量、pit は生産要素価格、αはパラメーター、vit は通常の誤差項で
ありN (0,σv2)、uit はゼロで切断された非負の切断正規分布 |N (xit β, σu2)|である。なお、uit ≥ 0で
ある。xit は非効率性に影響する変数、βはパラメーター、誤差項ηit はηit ≥ -xit βを満たす切断
正規分布でありN (0, ση2)。なお、誤差項ηit は非効率性uit の分布の仮定と整合的である。uit と
vit の確率同時密度関数から特定化される尤度関数を最大化することによって、確率フロン
ティア費用関数（3-1）と非効率性推定モデル（3-2）のパラメーター α、β、σ2、γが推定され
る 7）。ここで、σ2 = σv2 + σu2、γ = σu2/σ2 である。なお、yit の直接産出量を定量的に把握するこ
とは困難であるため、林(2002)や赤井・佐藤・山下(2003)と同様に、yit が人口規模にも影響
すると仮定したうえで、(3-3)式のように定義する。
yit = y (git, nit, nit
2) (3-3)
　git は間接産出量 8）、nit は人口、nit2 は人口の二乗項である 9）。(3-3)式を(3-1)式に代入すると、
(3-4)式のようになる。
Cit = c (y (git, nit, nit




lnCit = α0 + α1lngit + α2lnpit + α3 lnnit + α4lnnit
2 + α5lnpop65it + α6lnpop15it































平均値 標準偏差 最小値 最大値
歳出総額（100万円） 56,409.810 148,989.900 4,554.000 1,700,000.000
人件費（100万円） 10,128.780 23,083.830 725.000 278,549.000
地方公共サービス水準 44.497 13.225 0.000 65.522
平均給与賃金（1000円） 420.691 45.447 275.008 566.825
人口 151,235 317,350 4,259 3,600,000
65歳以上人口比率（％） 22.511 5.337 9.532 44.838
15歳未満人口比率（％） 13.676 1.943 6.541 20.477
普通交付税依存率（％） 22.120 19.997 0.000 85.547
法人課税依存率（％） 8.186 3.781 0.000 37.836
実質赤字団体ダミー 0.028 0.164 0.000 1.000
実質公債費比率ダミー 0.147 0.354 0.000 1.000































































（注2） 非効率性の検定統計量LR (＝－2 (LL0－LL1)）は自由度1のχ2分布：χ2 (1)に従う。
表3　推定結果
ケース
変数 Coef. Z値 Coef. Z値 Coef. Z値
地方公共サービス水準（対数） 1.065 19.79 *** 0.584 9.08 *** 0.599 9.15 ***
平均給与賃金（対数） 0.279 6.39 *** 0.650 12.62 *** 0.647 13.34 ***
人口（対数） -0.053 -0.90  0.191 2.48 ** 0.321 4.27 ***
人口2乗（対数） 0.045 18.50 *** 0.032 10.30 *** 0.027 8.91 ***
65歳以上人口比率 0.008 5.20 *** 0.017 11.37 *** 0.019 12.70 ***
15歳未満人口比率 0.012 4.19 *** -0.008 -2.48 ** -0.005 -1.55  
2006年度ダミー -0.127 -10.68 *** 0.122 9.29 *** 0.140 10.65 ***
2007年度ダミー -0.136 -11.51 *** 0.100 7.69 *** 0.123 9.50 ***
2008年度ダミー -0.113 -10.38 *** 0.076 6.10 *** 0.098 7.98 ***
2009年度ダミー -0.029 -2.78 *** 0.050 4.12 *** 0.066 5.52 ***
2010年度ダミー 0.008 0.80  0.036 3.08 *** 0.038 3.25 ***
2011年度ダミー -0.010 -1.06  0.022 1.85 * 0.021 1.76 *
定数項 -1.147 -2.28 ** -4.384 -6.86 *** -5.233 -8.21 ***
普通交付税依存率 0.005 11.95 *** 0.001 2.29 ** 0.013 2.26 **
法人課税依存率 0.018 12.82 *** 0.006 3.92 ***
実質赤字団体ダミー 0.016 0.68  0.058 2.50 ** 0.158 1.65 *
実質公債費比率ダミー 0.036 3.13 *** 0.000 0.01  -0.081 -1.24  
経常収支比率ダミー 0.020 2.03 ** 0.049 4.79 *** -0.012 -0.22  
定数項 -0.122 -3.01 *** 0.067 0.93  -0.728 -1.73 *
σU 0.130 19.47 *** 0.104 6.92 *** 0.149 3.34 ***
σV 0.075 13.86 *** 0.114 10.85 *** 0.138 35.88 ***















No. 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標
1 千葉県佐倉市 0.029 千葉県佐倉市 0.029 千葉県鎌ケ谷市 0.027 千葉県鎌ケ谷市 0.030
2 千葉県鎌ケ谷市 0.032 愛知県豊明市 0.032 大阪府大阪狭山市 0.030 千葉県佐倉市 0.030
3 愛知県豊明市 0.032 愛知県瀬戸市 0.037 愛知県豊明市 0.031 愛知県豊明市 0.030
4 千葉県富里市 0.033 千葉県勝浦市 0.040 千葉県佐倉市 0.033 愛知県瀬戸市 0.037
5 愛知県瀬戸市 0.034 大阪府大阪狭山市 0.041 千葉県富里市 0.036 埼玉県所沢市 0.038
6 千葉県流山市 0.036 埼玉県北本市 0.042 愛知県瀬戸市 0.037 千葉県船橋市 0.038
7 埼玉県所沢市 0.037 千葉県我孫子市 0.042 千葉県船橋市 0.037 千葉県富里市 0.039
8 埼玉県上尾市 0.046 千葉県富里市 0.046 千葉県勝浦市 0.040 埼玉県日高市 0.041
9 千葉県市川市 0.046 埼玉県所沢市 0.046 愛知県江南市 0.044 愛知県尾張旭市 0.043
10 千葉県松戸市 0.046 千葉県鎌ケ谷市 0.047 埼玉県所沢市 0.045 大阪府大阪狭山市 0.044
年度
No. 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標
1 千葉県佐倉市 0.023 千葉県佐倉市 0.026 千葉県佐倉市 0.026
2 愛知県豊明市 0.026 愛知県豊明市 0.027 愛知県豊明市 0.026
3 千葉県船橋市 0.028 神奈川県茅ヶ崎市 0.032 神奈川県茅ヶ崎市 0.032
4 愛知県瀬戸市 0.030 神奈川県横浜市 0.037 埼玉県蓮田市 0.037
5 埼玉県所沢市 0.031 千葉県鎌ケ谷市 0.039 千葉県四街道市 0.037
6 神奈川県横浜市 0.031 埼玉県所沢市 0.039 埼玉県所沢市 0.038
7 千葉県流山市 0.031 愛知県尾張旭市 0.039 愛知県瀬戸市 0.038
8 埼玉県日高市 0.033 埼玉県朝霞市 0.040 神奈川県横浜市 0.039
9 大阪府大阪狭山市 0.033 千葉県四街道市 0.041 愛知県尾張旭市 0.042








No. 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標
1 北海道小樽市 0.551 北海道室蘭市 0.517 長野県飯山市 0.500 北海道赤平市 0.492
2 高知県室戸市 0.571 北海道帯広市 0.520 北海道帯広市 0.506 北海道千歳市 0.500
3 北海道千歳市 0.586 北海道芦別市 0.537 北海道深川市 0.524 北海道帯広市 0.502
4 北海道稚内市 0.587 北海道美唄市 0.567 北海道三笠市 0.527 北海道三笠市 0.503
5 北海道赤平市 0.601 北海道紋別市 0.569 北海道網走市 0.538 滋賀県栗東市 0.511
6 北海道深川市 0.629 北海道深川市 0.580 北海道美唄市 0.539 北海道深川市 0.517
7 北海道三笠市 0.638 北海道千歳市 0.609 北海道紋別市 0.553 北海道紋別市 0.553
8 新潟県小千谷市 0.640 北海道稚内市 0.613 北海道千歳市 0.588 北海道美唄市 0.572
9 北海道美唄市 0.647 北海道歌志内市 0.634 北海道稚内市 0.618 北海道稚内市 0.638
10 北海道歌志内市 0.972 北海道網走市 0.661 北海道歌志内市 0.625 北海道歌志内市 0.658
年度
No. 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標
1 滋賀県栗東市 0.464 北海道根室市 0.461 青森県三沢市 0.480
2 茨城県高萩市 0.475 青森県三沢市 0.466 北海道根室市 0.489
3 北海道帯広市 0.475 北海道三笠市 0.471 北海道三笠市 0.504
4 沖縄県名護市 0.478 沖縄県名護市 0.479 沖縄県名護市 0.506
5 北海道三笠市 0.479 北海道帯広市 0.509 北海道美唄市 0.524
6 北海道紋別市 0.480 北海道紋別市 0.525 北海道紋別市 0.530
7 北海道美唄市 0.504 北海道美唄市 0.536 北海道深川市 0.560
8 北海道深川市 0.511 北海道深川市 0.549 北海道網走市 0.574
9 北海道稚内市 0.570 北海道稚内市 0.643 北海道稚内市 0.603
10 北海道歌志内市 0.581 北海道歌志内市 0.644 北海道歌志内市 0.629
2010 2011 2012
2006 2007 2008 2009
年度
No. 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標
1 福岡県大野城市 0.049 福岡県大野城市 0.053 福岡県大野城市 0.058 福岡県大野城市 0.056
2 愛知県高浜市 0.059 愛知県高浜市 0.065 愛知県高浜市 0.060 福岡県太宰府市 0.057
3 福岡県春日市 0.061 神奈川県横浜市 0.069 福井県鯖江市 0.061 和歌山県岩出市 0.061
4 神奈川県横浜市 0.064 愛知県日進市 0.069 秋田県鹿角市 0.064 秋田県鹿角市 0.061
5 埼玉県朝霞市 0.071 愛知県春日井市 0.071 福岡県太宰府市 0.064 神奈川県横浜市 0.064
6 福岡県太宰府市 0.073 千葉県佐倉市 0.071 埼玉県東松山市 0.068 福井県鯖江市 0.069
7 東京都小平市 0.077 福井県鯖江市 0.071 神奈川県横浜市 0.070 千葉県佐倉市 0.069
8 埼玉県和光市 0.079 福岡県太宰府市 0.074 北海道赤平市 0.078 埼玉県日高市 0.071
9 福井県鯖江市 0.081 秋田県鹿角市 0.074 埼玉県新座市 0.079 愛知県高浜市 0.071
10 東京都あきる野市 0.082 埼玉県朝霞市 0.077 埼玉県朝霞市 0.080 福岡県筑紫野市 0.074
年度
No. 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標
1 福岡県太宰府市 0.047 福岡県太宰府市 0.046 福岡県太宰府市 0.048
2 福岡県大野城市 0.051 福岡県大野城市 0.055 愛知県高浜市 0.055
3 愛知県高浜市 0.055 千葉県佐倉市 0.059 福岡県大野城市 0.057
4 福井県鯖江市 0.056 大阪府羽曳野市 0.060 福岡県春日市 0.063
5 福岡県筑紫野市 0.066 愛知県高浜市 0.062 埼玉県志木市 0.064
6 神奈川県横浜市 0.066 東京都東久留米市 0.064 福井県鯖江市 0.065
7 秋田県鹿角市 0.066 福井県鯖江市 0.065 千葉県佐倉市 0.068
8 埼玉県日高市 0.068 福岡県春日市 0.066 秋田県鹿角市 0.068
9 和歌山県岩出市 0.070 福岡県筑紫野市 0.069 福岡県筑紫野市 0.072





























No. 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標
1 山形県尾花沢市 0.321 青森県三沢市 0.331 大阪府守口市 0.323 千葉県袖ケ浦市 0.315
2 高知県室戸市 0.324 和歌山県御坊市 0.332 北海道歌志内市 0.324 高知県室戸市 0.322
3 青森県三沢市 0.328 大阪府大阪市 0.337 奈良県天理市 0.327 和歌山県御坊市 0.322
4 山梨県都留市 0.329 大阪府守口市 0.337 三重県鳥羽市 0.330 和歌山県有田市 0.324
5 鹿児島県西之表市 0.333 三重県鳥羽市 0.347 奈良県御所市 0.335 大阪府守口市 0.339
6 大阪府大阪市 0.345 奈良県御所市 0.350 和歌山県御坊市 0.348 沖縄県名護市 0.344
7 三重県鳥羽市 0.351 和歌山県有田市 0.355 沖縄県石垣市 0.350 徳島県鳴門市 0.348
8 北海道歌志内市 0.358 沖縄県石垣市 0.368 山梨県都留市 0.352 北海道根室市 0.358
9 沖縄県石垣市 0.363 山梨県都留市 0.379 北海道根室市 0.357 沖縄県石垣市 0.360
10 徳島県鳴門市 0.379 北海道歌志内市 0.390 徳島県鳴門市 0.372 北海道歌志内市 0.386
年度
No. 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標 都道府県市町村名 非効率性指標
1 京都府八幡市 0.297 大阪府大阪市 0.291 三重県鳥羽市 0.308
2 佐賀県伊万里市 0.305 三重県鳥羽市 0.292 鹿児島県西之表市 0.313
3 奈良県天理市 0.308 徳島県鳴門市 0.304 千葉県袖ケ浦市 0.316
4 沖縄県名護市 0.309 千葉県袖ケ浦市 0.307 京都府八幡市 0.317
5 和歌山県御坊市 0.309 京都府八幡市 0.330 青森県三沢市 0.330
6 徳島県鳴門市 0.310 青森県三沢市 0.333 和歌山県御坊市 0.342
7 青森県三沢市 0.321 沖縄県名護市 0.340 沖縄県名護市 0.361
8 沖縄県石垣市 0.357 北海道歌志内市 0.360 北海道根室市 0.375
9 北海道根室市 0.374 北海道根室市 0.372 北海道歌志内市 0.385
10 北海道歌志内市 0.392 沖縄県石垣市 0.379 沖縄県石垣市 0.409
2010 2011 2012
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